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～ 11  月 ～

この広報紙は、森林保護のため再生紙を
使用しています。

～ 12  月 ～

１２日（日）演歌わたなべ会　カラオケ発表会
　　　　　　開場９：30　開演 10：00
　　　　　　問合せ先　渡辺　☎ 934 - 0884
１５日（水）中学生の未来に贈るコンサート
２１日（火）年末調整説明会
２３日（祝）とうま音楽教室
２６日（日）文化協会洋舞踊部発表会

　アザレアホール須恵館内１階のホワイエ（ロ
ビー）部分を常設の作品発表の場として無料で
開放いたします。
　開放期間は、原則として１回につき３週間で
す。詳しくは、アザレアホール須恵内社会教育
課へお尋ねください。

　

●と　　き　11 月 26 日（日）
10：30  開演

●と こ ろ　アザレアホール須恵
●入 場 料　無　料
●問合せ先　須恵町文化協会
　☎ 934 - 0030　（文化協会事務局開設日　火曜
　8：30 ～ 17：00、金曜 13：00 ～ 17：00）
　創作ダンス、フラダンス、クラシックバレーな
どの発表会です。
　どなたでも、入場できます！

　３日（日）大江  錦之助他…座長大会
　　　　　　チケットは…アザレアホール須恵窓口で
　　　　　　お求めください　☎ 934 - 0030
　８日（金）人権週間記念観劇会
　　　　　　開場 18：00　開演 18：30　
１４日（木）宇美商業高校 “生きる力の発表会 ”
１６日（土）チムニーズ ENGLISH 幼稚園発表会
１７日（日）女声コーラスルクルクリスマスコンサート
２０日（水）子ども総合文化発表会
　　　　　　（町内小中学校発表会）
２３日（土）西日本音楽学院発表会
２４日（日）早田ピアノ教室発表会

須恵町の総合情報誌

広報
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Book　図書館だより

第二保育所　最後の運動会
　９月 30 日（土）に各町立保育所で運動
会が行われました。
　第二保育所で行われた運動会でも、体操
やダンスなどのプログラムが組まれていま
した。第二保育所は、平成 19 年度から民
営化されることになっており、この運動会
が町で運営する第二保育所としての最後の
運動会となりました。
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県
下
、
過
去
10
年
の
飲
酒
死
亡
事

故
は
、
平
成
７
・
８
年
の
56
件
を

ピ
ー
ク
に
、
同
12
年
に
は
27
件
と
減

少
し
て
い
ま
し
た
が
、
14
年
に
は
51

件
と
再
び
増
加
、
15
年
に
は
27
件
、

昨
年
は
22
件
と
減
少
傾
向
を
示
し
て

い
ま
す
（
表
３
参
照
）。

　

飲
酒
運
転
事
故
の
時
間
帯
別
発
生

状
況
は
、
午
前
０
時
か
ら
２
時
ま
で

が
最
も
多
く
１
２
０
件
、
以
下
午
後

22
時
か
ら
24
時
ま
で
が
１
０
６
件
、

午
前
２
時
か
ら
４
時
ま
で
が
96
件
と

つ
づ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時

間
帯
の
事
故
件
数
を
合
わ
せ
る
と

３
２
２
件
と
な
り
、
こ
れ
は
総
事
故

件
数
の
約
48
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
ま
す
（
表
２
参
照
）。

　

平
成
18
年
８
月
25
日
夜
、福
岡
市
東
区
奈
多
の「
海

の
中
道
大
橋
」
で
、
大
変
な
交
通
死
亡
事
故
が
お
こ

り
ま
し
た
。
飲
酒
運
転
が
原
因
で
、
幼
い
子
ど
も
の

命
（
３
人
）
が
絶
た
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
福
岡
県
交
通
事
故
を
な
く
す
県

民
運
動
本
部
が
発
表
し
て
い
る
資
料
を
基
に
、
飲
酒

運
転
事
故
の
発
生
状
況
や
飲
酒
運
転
の
法
規
制
、
飲

酒
が
運
転
に
及
ぼ
す
影
響
、
飲
酒
運
転
撲
滅
に
向
け

た
取
り
組
み
事
項
な
ど
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。　

　

今
月
号
か
ら
２
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
撲
滅
に
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

（
資
料
提
供
＝
粕
屋
警
察
署
、
引
用
文
献
＝
総
務
省

監
修
広
報
通
信
）

STO
P!!  Drunken Driv

in
g

　

飲
酒
運
転
や
悪
質
な
運
転
に
よ
る

死
傷
事
故
の
増
加
に
伴
い
、
平
成
13

年
12
月
に
刑
法
が
改
正
さ
れ
、
新
た

に
危
険
運
転
致
死
傷
罪
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
平
成
14
年
６
月
に
は

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、「
酒
気

　

酒
気
を
帯
び
て
自
動
車
な
ど
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ご
存
知

の
と
お
り
で
す
が
、
改
正
内
容
を
改
め
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

飲
酒
運
転
撲
滅
に
つ
い
て
、
須
恵

町
交
通
指
導
員
会
の
辻　

賢
一
会
長

の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

帯
び
」「
酒
酔
い
」
状
態
で
の
運
転
、

い
わ
ゆ
る
飲
酒
運
転
に
対
す
る
罰
則

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、飲
酒
運
転
な
ど
は
、

故
意
の
危
険
運
転
行
為
と
み
な
さ

れ
、死
傷
事
故
を
起
こ
し
た
と
き
は
、

従
来
の
過
失
責
任
よ
り
も
重
い
罪
に

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
平
成
13
年
に
刑
法
が
改
正
さ
れ

て
厳
し
く
な
っ
た
の
に
、
ま
た
、
悲

惨
な
交
通
死
亡
事
故
が
お
き
ま
し

た
。
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。

　

人
身
事
故
、
そ
れ
も
飲
酒
運
転
は

絶
対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
事

故
の
加
害
者
、
被
害
者
は
も
と
よ
り

家
族
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
を
不
幸

に
し
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
活
動
は
、
町
の
交

通
問
題
に
つ
い
て
、
年
６
回
の
交
通

指
導
員
会
を
開
い
て
交
通
安
全
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
を
行
う
ほ
か
、
粕

屋
署
や
交
通
安
全
協
会
な
ど
と
連
携

し
、
春
や
夏
、
ま
た
、
年
末
年
始
な

ど
で
の
交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
、
小
学
校
児
童
を
対
象
に

し
た
自
転
車
の
安
全
運
転
教
室
を
開

く
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

事
故
実
態
に
接
す
る
と
無
力
さ
や
非

力
さ
を
思
い
ま
す
。

　

県
警
が
発
表
し
て
い
る
酒
気
帯

び
・
酒
酔
い
運
転
の
検
挙
者
数
（
緊

急
取
り
締
ま
り
強
化
期
間
＝
平
成
18

年
８
月
28
日
〜
９
月
13
日
・
検
挙
者

３
２
２
人
、
毎
日
新
聞
・
平
成
18
年

９
月
14
日
付
け
）
な
ど
を
見
て
い
る

と
、
事
故
の
恐
ろ
し
さ
や
厳
し
さ
が

ま
だ
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

飲
酒
運
転
撲
滅
に
つ
い
て
は
、
運

転
者
は
も
と
よ
り
家
庭
や
地
域
、
職

場
な
ど
で
も
っ
と
も
っ
と
注
意
、
啓

発
し
あ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。」

（
注
）
こ
の
処
分
は
一
例
で
、
過
去

　

の
交
通
事
故
や
交
通
違
反
の
前
歴

　

な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。「
欠

　

格
・
停
止
期
間
」
は
、
前
歴
な
し

　

の
と
き
で
す
。

　

福
岡
県
下
で
は
、
昨
年
一
年
間

に
飲
酒
運
転
に
よ
る
人
身
事
故
は

６
７
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
内

訳
は
死
亡
事
故
が
10
件
、
重
傷
事
故

が
25
件
、
軽
傷
事
故
は
６
３
９
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

月
別
発
生
状
況
は
、
４
月
が
も
っ

と
も
多
く
79
件
、以
下
12
月
の
78
件
、

５
月
の
64
件
、
３
月
の
59
件
と
つ
づ

い
て
い
ま
す
（
表
１
参
照
）。

運転行為 事故の結果 罰　則

不注意運転（過失）
による交通事故

人を死亡または
負傷させた

１か月以上５年以下の
懲役若しくは禁錮又は
50 万円以下の罰金  　

表５　危険運転致死傷罪（刑法第 208 条の２）

表４　業務上（重）過失致死傷罪（刑法第 211 条）

運転行為 事故の結果 罰　則

アルコール又は薬
物の影響により正
常な運転が困難な
状態で四輪以上の
自動車を走行

人を負傷させた １か月以上
15 年以下の懲役

人を死亡させた １年以上
20 年以下の懲役

罰
則
（
道
路
交
通
法
第
65
条
第

１
・
２
項
）

酒
酔
い
運
転
＝
３
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
。

酒
気
帯
び
運
転
＝
１
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
。

１
、
刑
法
（
別
表
４
・
５
参
照
）

２
、
道
路
交
通
法

海の中道大橋の事故現場

月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 合計

発生件数 47 43 59 79 64 41 55 47 47 56 58 78 674

死亡事故 ２ １ １ ０ ２ ０ １ １ １ ０ ０ １ 10

重傷事故 １ ０ ２ ６ ５ １ ２ ２ １ ０ ４ １ 25

軽傷事故 44 42 56 73 57 40 52 44 45 56 54 76 639

表１　飲酒運転の月別人身事故発生状況（H17）
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飲酒運死亡事故の件数（各年 12月…福岡県）

※各飲酒事故件数は、当事者種別が原付以上で飲酒検地不能まで含む

ま
だ
ま
だ
多
い
飲
酒
運
転

取
り
締
ま
り
期
間
中
に
３
２
２
人
検
挙

表２　飲酒運転の時間帯別人身事故発生状況（H17）
時　間 ０～２ ２～４ ４～６ ６～８ ８～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合計

発生件数 120 96 64 38 19 22 ９ 22 32 64 82 106 674

死亡事故 ４ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ １ １ 10

重傷事故 ２ ４ ３ ２ ２ ０ ０ ０ １ ４ ２ ３ 25

軽傷事故 144 91 61 36 17 21 9 20 30 59 79 102 639

点  数 処分内容 欠格・停止期間

酒酔い運転
アルコールの影響により正常
な運転ができないおそれのあ
る状態

25 点 免許の取消 ２年

酒気帯び
運　　転

呼気１リットル中アルコール
0.25mg 以上 13 点 免許の停止 90 日

呼気１リットル中アルコール
0.15mg 以上 0.25mg 未満 ６点 免許の停止 30 日

表６　違反行為の点数・処分内容等

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い！

　

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い！

　
　

飲
ん
だ
者
に
は
乗
ら
せ
な
い！

飲
酒
運
転
撲
滅
（
そ
の
１
）

表３
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町
内
の
町
立
保
育
所
と
幼
稚
園
で
、
運
動
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
所
は
９
月
30
日
（
土
）
に
、
幼
稚
園
は
10
月

１
日
（
日
）
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
育
所

は
好
天
の
秋
空
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
幼
稚
園
は
あ

い
に
く
の
曇
り
空
の
中
で
の
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
保
育
所
と
幼
稚
園
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
か
け
っ

こ
や
だ
る
ま
は
こ
び
、
ダ
ン
ス
、
組
体
操
な
ど
の
競

技
が
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

か
や
の
保
育
所
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
種
目
、「
出
動
！

か
や
の
消
防
隊
」
で
は
、
一
生
懸
命
に
車
を
引
っ
張

る
保
護
者
に
対
し
て
、
車
に
乗
せ
ら
れ
て
引
か
れ
る

園
児
た
ち
は
、
喜
ん
だ
り
大
泣
き
す
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

東
幼
稚
園
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
種
目
「
幼
稚
園
ク

イ
ズ
」
で
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
園
児
以
上
に
大
盛

り
上
が
り
し
て
運
動
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

各
保
育
所
と
幼
稚
園
で
、
園
児
と
保
護
者
が
大

ハ
ッ
ス
ル
し
て
運
動
会
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
元

気
い
っ
ぱ
い
に
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

- Athletic Meet -

（南幼稚園）　

（第一保育所）　

　
（
東
幼
稚
園
）　

　
（
東
幼
稚
園
）　

　
（
か
や
の
保
育
所
）　

　
（
第
二
保
育
所
）　

　
（
第
二
保
育
所
）　

　
（
南
幼
稚
園
）　

　
（
か
や
の
保
育
所
）　

　
（
西
幼
稚
園
）　

　
（
第
一
保
育
所
）　

　
（
西
幼
稚
園
）　
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67

須
恵
は
南
軍
に
占
領
さ
れ
た

大
正
四
年
の
陸
軍
特
別
大
演
習
（
１
）

　記念スタンプのある大演習の絵葉書。砲撃の様子を写す。右上には複葉機が見える。

図
は
「
大
正
五
年
陸
軍
特
別
大
演
習
記
事
」（『
偕
行
社
記
事
』
第
五
百
九
号
附
録
）
よ
り
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　九州自動車道須恵パーキングエリアで行われて
いた、須恵パーキングエリアスマートインター
チェンジ社会実験（ETC 車載器搭載の軽自動車・
普通車限定）が、10 月１日から本格運用となり

ました。
　これは、既存の高速道路の有効活用と地域経済
の活性化を推進するために、建設費や管理コスト
の削減が可能な、スマートインターチェンジ（Ｅ
ＴＣ専用インターチェンジ）導入の社会実験を、
平成 16 年 12 月 18 日から国土交通省が行なって
いたものです。この社会実験で、隣接ＩＣの混雑
緩和や救急医療活動への貢献、今後も利用台数の
増加が着実に予想されることなどから、今回の本
格運用となりました。
　この本格運用にあたり、９月 21 日（木）に高
速道路と町道を結ぶ連結許可証交付式が九州地方
整備局で行われ、中嶋町長に同許可証が交付され
ました。

１　服は、白や黄色など、目立つ服を着用する。
２　近くで猟犬を見かけたり、銃を発射する音が聞こえたりした際は、すぐに笛を吹くか、  
　大声を出すなどして、自分の存在を知らせる。
３　ラジオのボリュームを大にして持ち歩く。
４　猟犬には、絶対に近づかない。

粕屋警察署・粕屋地区防犯協会
☎　939 - 0110　（内線 261・262）

狩猟解禁！

地域安全

速 報

安 全 安 心 ま ち づ く り 粕 屋 地 区
セ フ テ ィ タ ウ ン 須 恵

被害防止対策

　11 月 15 日（水）から狩猟が解禁となります。
　狩猟は毎日、日の出から日没まで行うことが
できます。
　登山や野山でのハイキングなどする際は、被
害に遭わないようご注意ください。

▲

許
可
証
の
交
付
を
受
け
る
中
嶋
町
長（
左
）

＊
糖
尿
病
性
腎
症
…
腎
臓
の
機
能
が
少
し
ず
つ
低
下
し
、

　

最
終
的
に
は
腎
不
全
に
至
り
、
人
工
透
析
が
必
要
に

　

な
っ
て
し
ま
う
合
併
症
。（
糖
尿
病
は
、
人
工
透
析

　

を
始
め
る
原
因
の
第
１
位
で
す
。）

＊
糖
尿
病
性
神
経
障
害
…
手
足
な
ど
の
感
覚
が
麻
痺
し

　

て
し
び
れ
た
り
、
や
け
ど
や
傷
を
負
っ
て
も
気
付
か

　

な
か
っ
た
り
す
る
合
併
症
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

　

糖
尿
病
は
、
い
っ
た
ん
発
病
す
る
と
な
か
な
か
治
り

に
く
い
病
気
で
す
。
合
併
症
が
出
た
り
、
人
工
透
析
や

イ
ン
ス
リ
ン
投
与
を
受
け
た
り
す
る
段
階
に
な
る
と
、

一
生
糖
尿
病
と
付
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
の
生
活
習
慣
の
改
善
と
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
な
の
で
す
。

糖
尿
病
を
予
防
す
る
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
規
則
正
し
い
食
生
活
を
す
る
。

②
適
度
な
運
動
を
す
る
。

③
上
手
に
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
。

④
標
準
体
重
を
維
持
す
る
。

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
は
控
え
る
。

⑥
年
に
１
回
は
健
康
診
断
を
受
け
る
。

糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

す
い
臓
で
作
ら
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

が
不
足
し
た
り
、
働
き
が
鈍
く
な
っ
て
血
液
中
の
ブ
ド

ウ
糖
が
多
く
な
り
す
ぎ
て
い
る
（
高
血
糖
）
状
態
で
す
。

　

糖
尿
病
の
初
期
に
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
自
覚
症
状
が

な
く
、
静
か
に
進
行
し
ま
す
。「
の
ど
が
か
わ
く
」「
尿

の
量
が
多
く
な
る
」
と
い
っ
た
症
状
に
気
づ
い
た
と
き

に
は
、
病
気
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
進
行
し
た
糖
尿
病
に
み
ら
れ
る
自
覚
症
状

　

①
疲
れ
や
す
い
。
②
尿
の
量
・
回
数
が
多
く
な
る
。

　

③
異
常
に
の
ど
が
渇
き
、
水
分
を
多
く
と
る
。
④
食

　

べ
て
い
る
の
に
体
重
が
急
激
に
減
少
す
る
。
⑤
異
常

　

に
食
欲
が
あ
る
。

怖
い
の
は
合
併
症

　

糖
尿
病
が
怖
い
の
は
、
血
糖
値
の
高
い
状
態
が
続
く

と
大
小
の
血
管
や
神
経
が
傷
つ
け
ら
れ
、
全
身
の
臓
器

に
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
で
す
。

▼
三
大
合
併
症

＊
糖
尿
病
性
網
膜
症
…
目
の
網
膜
に
分
布
す
る
細
い
血

　

管
に
障
害
が
起
き
、
進
行
す
る
と
失
明
に
至
る
合
併

　

症
。（
糖
尿
病
に
よ
る
失
明
は
、
後
天
的
な
失
明
原

　

因
の
第
１
位
で
す
。）

　

成
人
の
６
人
に
１
人
が
、
糖
尿
病
か
糖
尿
病
予
備
軍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
が
増
え
て
い
る
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
運
動
不
足
、
食
生
活
の

欧
米
化
（
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
）、
肥
満
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
大
き
な
誘
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

須恵スマートインターチェンジ全景（平成 18年６月７日撮影）
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年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支

は
７
１
０
１
万
７
０
０
０
円
の
赤
字
で
す
。
こ

の
額
に
、
黒
字
要
素
の
財
政
調
整
基
金
へ
の
積

立
額
４
６
３
４
万
９
０
０
０
円
を
加
算
し
、
赤

字
要
素
の
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
額

４
億
１
０
０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
、
実
質
単

年
度
収
支
は
４
億
３
４
６
６
万
８
０
０
０
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
歳
入
総

額
は
、
１
３
９
億
８
４
５
９
万
２
０
０
０
円
に

対
し
、
歳
出
総
額
が
１
３
８
億
８
９
６
２
万
１

０
０
０
円
で
し
た
。　
　
　
　
　
（
表
１
参
照
）

▼
実
質
収
支

▼
単
年
度
収
支

▼
実
質
単
年
度
収
支

の
微
増
で
、
国
が
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
進

め
て
い
る
三
位
一
体
の
改
革
の
交
付
税
の
削
減

の
影
響
を
受
け
、
今
後
も
地
方
交
付
税
は
減
少

傾
向
を
た
ど
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
や

負
担
金
な
ど
町
独
自
で
確
保
す
る
自
主
財
源

と
、
地
方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
な
ど
、
国
、

県
か
ら
の
負
担
金
や
補
助
金
、町
債
（
借
入
金
）

な
ど
の
依
存
財
源
と
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

17
年
度
の
自
主
財
源
の
比
率
は
50
・
８
％
で
、

前
年
度
よ
り
割
合
が
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
地

方
交
付
税
や
国
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
の
減

少
を
基
金
か
ら
の
繰
入
金
で
補
っ
た
結
果
で
す
。

　

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計

の
決
算
が
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
が
71
億
５
８
７

５
万
６
０
０
０
円
、
歳
出
が
69
億
５
１
０
２
万

３
０
０
０
円
で
、
差
引
き
実
質
収
支
は
２
億
７

７
３
万
３
０
０
０
円
で
す
。
こ
の
額
か
ら
、
16

　

歳
入
総
額
は
、
71
億
５
８
７
５
万
６
０
０
０

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
る
と
３
億
９
８
５
６
万

２
０
０
０
円
（
△
５
・
３
％
）
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
16
年
度
に
お
い
て

３
億
７
８
８
０
万
円
の
町
債
の
借
り
換
え
を
行

な
っ
て
お
り
、
そ
の
財
源
に
充
て
た
町
債
が
歳

入
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
17
年
度
は
そ

の
分
歳
入
額
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の

は
、
町
税
（
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
）
で
、
23
億
５
６
９
５

万
９
０
０
０
円
、
歳
入
全
体
の
32
・
９
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
に
比
べ

１
億
５
１
１
万
２
０
０
０
円
、
４
・
７
％
増
加

し
て
い
ま
す
。
次
に
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い

る
の
が
、
地
方
交
付
税
（
地
方
公
共
団
体
が

ひ
と
し
く
行
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

一
定
の
基
準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税
）
で

19
億
２
８
７
４
万
７
０
０
０
円
、
歳
入
の
26
・

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
前
年
度
に
比

べ
て
、
２
１
０
９
万
６
０
０
０
円
、
１
・
１
％

一般・特別会計決算内訳　＜表１＞ （単位 : 千円）

歳入歳出別
会計別 歳　入 歳　出 差  引  額

一   般   会   計 7,158,756 6,951,023 207,733

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 2,393,630 2,386,902 6,728

老 人 保 健 2,142,442 2,140,319 2,123

奨 学 資 金 3,426 42 3,384

公共下水道事業 1,205,739 1,202,249 3,490

農業集落排水事業 88,194 84,357 3,837

水
道
事
業

収   益   的 447,850 498,991 △ 51,141

資   本   的 544,555 625,738 △ 81,183

総　    　　額 13,984,592 13,889,621 94,971

平
成
17
年
度
決
算

一
般
会
計　

基
金
を
４
億
１
０
０
０
万
円
取
り
崩
し

経
常
収
支
比
率
93
・
２
％
財
政
の
硬
直
化
が
更
に
進
行

恵
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
恒
久
化
に

向
け
た
周
辺
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
繰
出
金
が
９
億
４
５

８
２
万
円
で
、
前
年
比
５
・
０
％
の
増
で
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
補
助
費
等
は
、
清
掃
施
設
組

合
、
粕
屋
南
部
消
防
組
合
へ
の
負
担
金
の
増
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
４
７
６
０
万
２
０

０
０
円（
16
・
９
％
）と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

町
の
財
政
運
営
が
健
全
か
ど
う
か
の
目
安
と

な
る
経
常
収
支
比
率
は
、
93
・
２
％
で
、
前
年

度
に
比
べ
１
・
１
％
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
指
標
は
70
％
程
度
が
妥
当
と
い
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
75
％
を
超
え
る
と
財
政
構
造
の
弾

力
性
を
欠
く
こ
と
と
な
り
、
17
年
度
も
90
％
を

超
え
て
、硬
直
化
が
さ
ら
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

財
源
の
不
足
を
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
ま

か
な
っ
て
い
る
状
態
で
、
町
の
財
政
運
営
は
今

後
も
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
今
後
須
恵
町
で
は
、
数
値
目

標
を
設
定
し
た
人
件
費
の
削
減
、
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
の
指
針
と
し
て
策
定
し
た
、
行
財

政
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
、
町
民
の
み
な

さ
ん
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
着
実
に
実
行
し
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

歳
出
総
額
は
、
69
億
５
１
０
２
万
３
０
０
０

円
で
、
16
年
度
に
町
債
の
借
り
換
え
を
行
な
っ

た
関
係
で
、
歳
出
も
16
年
度
に
比
べ
る
と
３
億

２
７
５
４
万
５
０
０
０
円
（
△
４
・
５
％
）
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
議
員

や
職
員
な
ど
の
人
件
費
、
借
入
金
の
返
済
に
あ

て
る
公
債
費
、
法
令
の
規
定
に
よ
っ
て
そ
の
支

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
扶
助
費
を
合
わ
せ

た
義
務
的
経
費
は
、
29
億
９
４
９
４
万
７
０
０

０
円
（
歳
出
全
体
の
43
・
１
％
）
で
す
。
こ
の

公
債
費
は
、
16
年
度
の
町
債
の
借
り
換
え
の
影

響
で
、
４
億
３
３
３
万
９
０
０
０
円
減
少
し
て

い
ま
す
。
扶
助
費
は
、
国
か
ら
の
権
限
移
譲
に

伴
う
障
害
者
支
援
費
制
度
の
影
響
や
、
福
祉
医

療
費
の
増
高
に
よ
り
、
前
年
比
、
２
５
４
０
万

５
０
０
０
円（
３
・
９
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
義
務
的
経
費
の
割
合
が
小
さ
い
ほ
ど
町
の

財
政
運
営
に
ゆ
と
り
が
生
じ
ま
す
。

　

教
育
施
設
、
道
路
整
備
の
充
実
な
ど
、
行

政
水
準
の
向
上
の
た
め
の
投
資
的
経
費
は
、

７
億
４
７
２
８
万
６
０
０
０
円
で
、
歳
出
全
体

の
10
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
17
年
度
は
、

須
恵
中
学
校
体
育
館
大
規
模
改
造
事
業
や
、
須

公債費公債費
932,799 千円932,799 千円
（13.13.４）４）

公債費
932,799 千円
（13.４）

扶助費扶助費
673,630 千円673,630 千円
（９（９.７）７）

扶助費
673,630 千円
（９.７）

普通建設事業費普通建設事業費
745,305 千円745,305 千円
（10.10.７）７）

普通建設事業費
745,305 千円
（10.７）

災害復旧費
1,981 千円
（０.０）

投資及び出資金・
貸付金 34,060 千円

（０.５）

積立金
63,610 千円
（０.９）

維持補修費
86,603 千円
（１.３）

繰出金繰出金
945,820 千円945,820 千円
（13（13.６）６）

繰出金
945,820 千円
（13.６）

人件費人件費
1,388,518 千円1,388,518 千円
（20.20.０）０）

人件費
1,388,518 千円
（20.０）

物件費物件費
1,058,680 千円1,058,680 千円
（15（15.２）２）

物件費
1,058,680 千円
（15.２）

補助費等補助費等
1,020,011,020,017千円千円
（14（14.７）７）

補助費等
1,020,017千円
（14.７）

義務的経費義務的経費
2,994,947 千円2,994,947 千円
（43（43.１）１）

義務的経費
2,994,947 千円
（43.１）

投資的経費投資的経費
747,28747,286千円千円
（10（10.７）７）

投資的経費
747,286千円
（10.７）

歳　出
6,951,023 千円
（100）

その他の経費その他の経費
3,208,793,208,790千円千円
（46（46.２）２）

その他の経費
3,208,790千円
（46.２）

歳   入
7,158,756 千円
（100）

繰越金
278,750 千円
（３.９）諸収入

244,947 千円
（３.４）

分担金､負担金
120,929 千円
（１.７）

使用料､手数料
113,249 千円
（１.６）その他

98,716 千円
（１.３）

その他
151,464 千円
（２.１）

県支出金
279,823 千円
（３.９）

国庫支出金
363,680 千円
（５.１）

町税町税
2,356,952,356,959千円千円
（32（32.９）９）

町税
2,356,959千円
（32.９）

繰入金繰入金
426,653 千円426,653 千円
（６（６.０）０）

繰入金
426,653 千円
（６.０）

町債町債
419,000 千円419,000 千円
（５（５.９）９）

町債
419,000 千円
（５.９）

地方交付税地方交付税
1,928,741,928,747千円千円
（26（26.９）９）

地方交付税
1,928,747千円
（26.９）

依存財源依存財源
3,518,553,518,553千円千円
（49（49.２）２）

依存財源
3,518,553千円
（49.２）

自主財源自主財源
3,640,203,640,203千円千円
（50（50.８）８）

自主財源
3,640,203千円
（50.８）

地方譲与税
164,716 千円
（２.３）

地方消費税交付金
211,123 千円
（３.０）

民生費
1,874,364 千円
（27.０）

衛生費
937,172 千円
（13.５）

公債費
932,799 千円
（13.４）

教育費
914,269 千円
（13.１）

土木費
886,584 千円
（12.８）

総務費
806,455 千円
（11.６）

消防費
287,216 千円
（４.１）

農林水産業費
185,984 千円
（２.７）

議会費
105,706 千円
（１.５） その他

20,474 千円
（０.３）

歳   出
6,951,023 千円
（100）

歳 

入
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

改良された西原～酒殿線

歳 

出
（
グ
ラ
フ
２
・
３
参
照
）
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☆１か月の支出 90 万 1,500 円をまかなうのに、月収に親などからの支援を加えてもなお不足する額を
　毎月、ローンなどの借入５万 4,300 円に加えて、定期預金を５万 3,200 円取り崩している状況です。

町　　　債 （借　入　金） 基　　　金 （定期預金）
年収 500 万円の家庭に
当てはめると

年収 500 万円の家庭に
当てはめると

16 年度末残高 8,040 百万円 1,251 万円 16 年度末残高 2,500 百万円 389 万円
17 年度の返済額 743 百万円 116 万円 17 年度の積立額 64 百万円 10 万円
17 年度の借入額 419 百万円 65 万円 17 年度の取崩額 410 百万円 64 万円
17 年度末残高 7,716 百万円 1,200 万円 17 年度末残高 2,154 百万円 335 万円

◎町債と基金の状況を年収500万円の家庭に換算した場合の残高

☆現在 500 万円の年収と 335 万円の貯蓄に対し、借金が 1,200 万円あることになります。

歳　　　入 （収　　　入） 歳　　　出 （支　　　出）
平成17年度一般会計決算額（年間） １か月の家計にたとえると 平成17年度一般会計決算額（年間） １か月の家計にたとえると

町税などの
自主財源 3,213 百万円 月収（給料など） 416,700 円

人件費 1,388 百万円 食　費 180,000 円
公債費 933 百万円 ローンの返済 121,000 円

地方交付税 1,929 百万円
親などからの
支援 402,000 円

扶助費 674 百万円 家族の医療費など 87,400 円

国県支出金など 1,171 百万円 物件費 1,059 百万円 光熱費など 137,300 円

補助費等
投資、出資、
貸付金

1,054 百万円 冠婚葬祭費
友人への援助金など 136,700 円

繰 入 金

基金繰入 410 百万円 定期預金の
一部解約 53,200 円

特別会計
繰　　入 17 百万円 生計を別にしている

子どもからの仕送り 2,200 円
繰出金 946 百万円 生計を別にしている

子どもへの仕送り 122,700 円

投資的経費
維持補修費 834 百万円 自宅の増改築

修繕費 108,200 円

町　債 419 百万円 ローンなどの
借入金 54,300 円 積立金 63 百万円 定期預金積立て 8,200 円

歳　入　計 7,159 百万円 収　入　計 928,400 円 歳　出　計 6,951 百万円 支　出　計 901,500 円
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６
９
０
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１
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９
６
８
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路
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費

１
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６
４
３
万
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〜
橋
本
線
道
路
改
良
事
業
費

９
８
５
４
万
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共
下
水
道
事
業
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別
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計
繰
出
金

２
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８
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０
万
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０
９
万
円

　

小
学
校
施
設
整
備
工
事

８
６
７
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恵
中
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育
館
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工
事

８
８
８
３
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６
２
８
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員
総
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挙
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８
２
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老
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計
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出
金

１
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３
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８
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介
護
保
険
広
域
連
合
負
担
金

２
億
５
８
万
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障
害
者
福
祉
、
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援
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２
億
８
９
３
万
円

　

児
童
手
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１
億
４
６
３
１
万
円

　

須
恵
町
外
二
ケ
町
清
掃
施
設
組
合
負
担
金

４
億
６
０
６
９
万
円

　

塵
芥
処
理
費　
　
　
　

１
億
８
５
１
８
万
円

　

住
民
健
康
対
策
費　
　
　
　

６
５
７
２
万
円

　

農
道
、
水
路
、
た
め
池
補
修
整
備
費

１
４
４
８
万
円

　

新
法
尺
堰
改
修
工
事　
　
　
　

８
０
１
万
円

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

５
８
８
４
万
円

◎町の財政状況をわかりやすくするために、17 年度の決算を家計にたとえてみました。
　町税などの自主財源を年収 500 万円（月収 41 万 6,700 円）とします。
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　平野一幸さん（甲植木区・61歳）が、地域安全活動
功労表彰を受賞されました。
　平野さんは、昭和 59年４月に須恵町青少年指導員に
就任され、平成７年からは同会長として本町の青少年健
全育成に精励されました。また、同６年からは粕屋警察
署少年補導員に委嘱され、これまでの 22年間、数多く
の問題行動少年との関わりに努められています。
　また、非行少年を作らないよう日常の非行防止実践活
動を推進し、町内危険箇所などの夜間巡回パトロールや
違法看板撤去作業などを実施、青少年の健全育成に大い
に貢献されています。
　10月３日（火）に、サンヒルズホテルで行われた全

平野一幸さんが
地域安全活動功労表彰

　本町が平成 17 年度から取り組んでいる聴講生制度。
この聴講生が、須恵中学校から誕生しました。聴講生
となったのは、甲植木区にお住まいの藤木さん（57歳）
です。
　これまで、須恵東中学校からの聴講生はいましたが、
須恵中学校からの聴講生はいませんでした。
　藤木さんは「孫ほども年の離れた生徒さんたちと一緒
になって学んでいると、いつしか私もすっかり中学生の
気分です。今は、みなさんについていくだけで精一杯で
すが、大変楽しく学んでいます。この制度が広く浸透し
て、私のように楽しく学ぶ人が、一人でも増えたらいい
なと思っています」と話されていました。

須恵中学校から聴講生が誕生

国地域安全運動福岡県大会の席上で、表彰状が授与され
ました。

　岡田照彦さん（一番田区・78歳）が、福岡県社会教
育委員功労者表彰を受賞されました。
　岡田さんは、平成元年に本町の社会教育委員に就任さ
れました。以来 18年間、本町が取り組んでいる生涯学
習のまちづくり推進に精励され、社会教育委員のシンク
タンクとして、須恵町教育委員会への助言を行われました。
　また、平成９年には九州ブロック社会教育研究大会で
事例発表を行うなど、功績は多岐にわたり、本町のまち
づくり推進に大いに貢献されました。
　９月 20日（水）に県立社会教育総合センターで行わ
れた福岡県社会教育研究大会の席上で表彰状が授与され
ました。

岡田照彦さんが
福岡県社会教育委員功労者表彰
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　須恵町交通指導員（辻賢一会長）が、９月 23日（土）

に交通安全街頭啓発活動を行いました。

　これは、秋の交通安全県民運動が同月 21日（木）か

ら 30日（土）まで実施されたことに伴うものです。啓

発活動は、役場近くの交差点２か所で行われ、信号待ち

で停車中の車を対象にチラシなどを配布して、安全運転

と交通事故防止を呼びかけました。

　辻会長は、活動前の指導員に対して「今回の運動の基

本は、高齢者の交通事故防止となっていますので、これ

を重点に啓発をお願いします。」とあいさつを行いました。

　第25回子ども会かるた大会（子ども会育成会連絡協議

会主催）が、10月15日（日）にあおば会館で行われました。

　ゴザが敷かれた会場では、正座した子どもたちが身を

乗り出しながら、上の句を読み上げる吟者の声の後に、

次々と札をたたく音が響きわたっていました。

　大会は、小学生の部に 41チーム、中学生の部に９チー

ムが参加しました。

　大会結果は次のとおりです（各コート２位まで、○は

順位）。
●小学生の部
・Ａコート　①藤　浦Ａ　②乙植木Ｃ

・Ｂコート　①昭　穂Ｂ　②一番田Ａ

　須恵川の水と緑を守るために環境整備活動を続けてい

る、けやき会（髙橋重義会長）が 10 月１日（日）に、

須恵川の魚種生態調査を行いました。

　調査は、須恵川の熊本橋から仲島水辺公園までの約

1.4 キロを同会員５人が手づくりの三角網を使って行い

ました。その結果、コイやタカハヤ、ドンコなど 14種

類の魚やエビなどの生息を確認しました。

　高橋会長は「須恵川は、一時期川の汚れがひどく悪臭

のする時期がありました。須恵中央駅の案内板には魚

の紹介がありますが、紹介どおりの魚類が生息している

けやき会が
須恵川の生態調査を実施

第 25回子ども会かるた大会

交通指導員が
安全運転の啓発活動

　台風 13 号が過ぎ去った９月 21 日（木）に、介護老

人保健施設若杉の里の南西側の山で巨大なキノコが発見

されました。

　これを見つけたのは、同施設職員の中野吉成さん。キ

ノコは、テングタケ科のシロオニタケモドキと見られ、

直径が約 20㎝あります。中野さんが、台風の通過後に

同施設を巡回していて見つけたものです。

　中野さんは「この山では、小さいキノコはこれまでに

もたくさん見たことはありましたが、こんなに大きいも

のは初めてです。職員も施設に入所している人も、みん

なこれを見た時はビックリしました」と話されていました。

巨大キノコを発見！

　第 26回田川少年玉竜旗剣道大会（川崎町剣友会主催）

が、９月 17日（日）に田川市立総合体育館で行われま

した。

　この大会に、須恵剣友会が出場して小学生低学年の部

でＡチームが優勝、Ｂチームが３位、同高学年の部で準

優勝の好成績をおさめました。また、勝ち抜き方式で行

われたこの大会で、小林祐輝くんが 10人抜きを、黒川

大樹くんが５人抜きを２回、それぞれ果たして表彰され

ました。

　大会は、福岡県や大分県、山口県などから小中学生約

750 人が参加して行われました。

剣友会 大活躍 !!

・Ｃコート　　①城　山Ｃ　②甲植木Ｆ
●中学生の部　①乙植木Ａ　②城　山　　③乙植木 B
●ベストマナー賞　上須恵

のかと懸念していました。最近は川の水も大変きれいに

なっています。これは、地域の方々や日ごろボランティア

活動をされている団体のみなさんの努力の成果だと思い

ます。生物にとって一番大切な水と自然の共生がいつま

でも持続できればと思っています」と話されていました。

　日本空手協会橋口忍杯空手道選手権大会が、９月３日

に春日市で行われました。

　この大会に、日本空手協会須恵道場の道場生が出場し

て、小学２年生形の部で田邊優希さんが優勝、宮崎開都

さんが準優勝しました。田邊さんは、同年組手の部でも

準優勝の好成績をおさめました。このほか、高校・一般

組手の部で田邊裕嗣さんが準優勝しました。

　一方、同道場の古賀慶三師範は、９月 17日（日）に

久留米市で行われた日本空手協会九州地区シニア大会に

出場して、55 歳～ 59 歳形の部で優勝、組手の部で準

優勝し、道場生と師範ともに大活躍しました。

須恵道場
道場生と師範が大活躍
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場
の
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電

話
か
ら
申
し
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
申
請
の
運
営
は
、
福
岡
県
お
よ
び

福
岡
県
内
の
複
数
市
町
村
で
構
成
す
る
「
ふ
く
お

か
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会
」（
現
在
県
内

68
団
体
中
47
団
体
が
参
加
）
で
行
い
ま
す
。

▼
開
始
時
期　

平
成
18
年
10
月
30
日
（
月
）

▼
利
用
可
能
手
続
き　

イ
ベ
ン
ト
・
講
座
の
申
し

　

込
み
、
水
道
（
下
水
道
）
の
使
用
開
始
・
中
止

　

申
込
み
、
公
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
、
業
者
登

　

録
、
施
設
予
約
、
住
民
票
の
交
付
予
約

久我記念館
美術センター美術センター 12 月企画展

11月 21日（火）～12月 10日（日）
（月曜休館・10 日は 12 時まで・入館無料）

「郷土を描く」展
10月 29 日（日）～ 11月 12 日（日）

（月曜休館・入館無料）

第７回　ゆみ ' s キルトグループ展
～布あそび　2006 ～
テーマ　“綴（つづり）”
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期間中イベント
パッチワーク実演コーナー

11 月 26 日（日）午後１時～午後３時 30 分
●問合せ先　久我記念館　☎ 932 - 4987

　

今
は
映
画
や
テ
レ
ビ
の
時
代
劇
な
ど
で
し

か
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
、
蓑
と
笠
を

紹
介
し
ま
す
。

　

蓑
は
屋
外
で
農
作
業
や
外
出
の
際
に
、
体

へ
雨
や
雪
が
か
か
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
着

用
し
、
背
中
と
肩
、
腰
を
覆
う
も
の
で
、
現

在
で
い
え
ば
雨
ガ
ッ
パ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

笠
も
同
じ
よ
う
に
は
屋
外
で
の
雨
や
雪
、

強
い
日
差
し
を
避
け
る
た
め
に
頭
に
か
ぶ
る

も
の
で
す
。

　

柄
を
手
に
も
っ
て
さ
す
傘
（
か
さ
）
と
は

違
い
両
手
が
空
い
て
自
由
に
使
え
る
の
で
、

主
に
農
作
業
時
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
の
蓑
は
、
横
幅
が
70
㎝
、
丈
は
97
㎝
、

笠
は
、
ひ
さ
し
回
り
の
直
径
が
39
・
５
㎝
、

高
さ
が
12
㎝
で
す
。

参
考
文
献
、「
日
本
民
俗
事
典
」。

※
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
歴
史
民
俗
資
料
館
の
資

　

料
紹
介
で
、
お
年
寄
り
に
は
往
時
を
し
の

　

ぶ
「
緒

い
と
ぐ
ち」
に
、
若
い
人
た
ち
に
は
昔
の
暮

　

ら
し
を
知
る
手
掛
か
り
に
な
れ
ば
と
企
画

　

し
た
も
の
で
す
。
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
平

　

成
12
年
６
月
号
か
ら
で
し
た
。
新
し
い
企

　

画
も
あ
り
今
回
で
終
わ
り
ま
す
。
ご
愛
読

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

よ

本
町
で
は
住
民
票
の
交
付
予
約
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

かさ

みの

　12 月の久我記念館企画展は、11 月末から 12
月上旬にかけて「第７回　ゆみ ' s キルトグルー
プ展　～布あそび 2006 ～」を開催します。２
年に１回開催されるこの企画展は、今回で７回
目を迎えます。作品点数は約 100 点です。
　今回のテーマの「綴（つづり）」という字は、
「糸」と「 （テツ、物は相連なっている状態）」
から成り立っています。１点１点の作品は、布
と布とを糸で綴っていく細かい手作業によって
生まれていますが、その中には作者一人ひとり
の作品に対する思いが当然綴られています。
　作品にこめられた作者の意図を、想像しなが
らご覧になっていただければと思います。

主催者　大石由美子さんのメッセージ

　「人が好き」「布が好き」を、月日と共に綴り
あわせ夢中で自分を表現してきました。
　秋の深まりを感じる美術館で、皆様とお会い
出来ます事を、大変嬉しく思っております。
　今回は、ラウンドロビンキルト「日韓交流」
に出展し、新たな勉強をさせていただきました。
是非、ご覧になって下さい。お待ちしております。

ふくおかネット申請のトップ画面のイメージ



1819

町の人口
平成 18年 10月１日現在 

（　）＝前月比
●男　性　12,672 人（＋ 1）
●女　性　13,093 人（＋ 8）
●合　計　25,765 人（＋ 9）
●世帯数　 9,212 戸（＋ 18）

固
定
資
産
税
・
・
・
３
期
分

国
民
健
康
保
険
税
・
６
期
分

11
月
の
納
税

●日　時　11月 25日（土）～ 11月 26日（日）

　10：00～ 16：00
●場　所　ＪＡ粕屋本所（粕屋町大隈 1229　粕屋

　警察署隣）
●催し物　
○演芸ショー（11月 25日）
○芸能大会（11月 26日）10：00～

　・女性部、年金友の会による歌・踊り他

　・古賀半面会　子供仁和加
○両日開催

　・農畜産物展示即売・福引大会・米のすくい取り・

　　バザー・よさこい踊りなど

　・「今年の注目は、地元畜産農家が生産した肉（牛

　　肉・豚肉）を販売します。」

※送迎用バスを運行致しますのでご利用ください　

　（ＪＡの各支所に運行表を掲載）。
●問合せ先　ＪＡ粕屋農業振興課

　☎ 938 - 2544

建設産業課　☎ 932-1151（内線 211 番）

第 22 回粕屋農業まつりのご案内

福祉課　☎ 932-1151（内線 126 番）

12 月は人権週間が実施されます
12月４日～ 12 月 10 日

子ども教育課　☎ 932-1151（内線 272 番）

第３ビスケットクラブ指導員募集

●資　格　小学校教諭または保育士の資格をお持ち

　の人
●時　間　月曜日～金曜日、13：00～ 17：00（日、

　祝日を除く・休校日は９：00～ 16：00）
●申込み方法　11 月 15 日（水）までに履歴書を

　郵送してください。
●申込み・問合せ先　〒 811-2221　須恵町大字旅

　石84-10　須恵第三小学校内　ビスケットクラブ

　指導員募集係

　☎ 935 - 5109

　平成 19 年４月２日から平成 20 年３月 31 日ま

での、味噌づくりのグループを次のとおり募集しま

す（１グループ最高７人までで、代表者が申し込み

をしてください）。少人数または、個人で参加を希

望される人は、他のグループとの共同作業になります。

　町民の多くの人に、味噌づくりに参加していただ

くために、新規の参加の団体・個人を優先させてい

ただきます。申し込み多数の場合は、平成 18年度

以前に参加された団体については、抽選とさせてい

ただくことがありますのでご了承ください。

※申し込み時に参加者名簿が提出されないときは、

　他の団体を優先することがあります。

※１年間で１人１回しか参加できません。
●受付日時　平成 18年 12月１日（金）～平成 19

　年１月 13日（土）９：00～ 17：00
●申込み・問合せ先

　自然食普及センター（ボランティアセンター１階）

　☎ 933 - 1709

保健環境課　☎ 932-1151（内線 154 番）

味噌づくり　グループ募集

住民課　　☎ 932-1151（内線 111 番）

住民基本台帳の閲覧などが
制限されます

　住民基本台帳法の一部が改正され、本年 11月１

日から施行されました。

　これに伴い、住民基本台帳の一部の写しの閲覧が、

これまでは、何人でも町長に対して請求できていま

したが、この改正によりこれからは、公益性が高い

と認められるもの以外は請求できなくなりました。

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町

村民税などの社会保険料控除の対象となります。

　国民年金保険料を、社会保険料控除として申告す

るときは、今年１年間に納付（納付見込みを含む）

した国民年金保険料を証明する書類が必要です。こ

のため、生命保険会社などが発行する控除証明書と

同様に、１年間納付した国民年金保険料の額を証明

する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハ

ガキ）が、社会保険庁から毎年 11月初旬に送られ

てきます。

　年末調整や確定申告の手続きの際は、必ずこの証

明書や領収証書を添付などしてください。

　年末調整や確定申告には
社会保険料控除証明書を　

社会保険料控除に証明書が必要です

（内線 114 番）

社会教育課　☎ 934-0030（内線 601 番）

しめなわづくり参加者募集
　歴史民俗資料館では「しめなわ」作りを行います。

手作りのしめなわで新年を迎えませんか。
●日　時　12月 10日（日）

　13：00～受付け　13：30～開始
●場　所　カルチャーセンター
●定　員　50人程度（先着順）
●費　用　無料
●申込み・問合せ先　歴史民俗資料館

　☎ 932 - 6312

　昭和 23年 12 月 10 日、国連で「世界人権宣言」

が採択されました。これを記念して、国連では毎年

12 月 10 日を「人権デー」と定め人権思想の高揚

に務めています。

　これに伴い、私たちの国では毎年 12月４日から

10 日までの１週間を「人権週間」として、全国的

な啓発活動が展開されます。

　人権について、困ったことや心配なことがありま

したら、人権擁護委員にご相談ください。

　本町の、人権擁護委員さんは次の人たちです。
●人権擁護委員

・恵良　剛明　氏　　☎ 935 - 4268

・丸山　信幸　氏　　☎ 935 - 1018

・安河内義子　氏　　☎ 932 - 1766

・古川　信泰　氏　　☎ 935 - 0337

・東　　紀子　氏　　☎ 932 - 4081
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11月11月 12月12月

　６日（水）

自己負担金　５００円

１３日（水）

自己負担金　３００円

21

１５日（金）

自己負担金　５００円

２２日（水）

　　自己負担金　３００円

２４日（金）

自己負担金　５００円

２９日（水）

自己負担金　３００円

　８日（金）

自己負担金　２００円

１７日（金）

自己負担金　５００円

１日（金）

自己負担金　３００円

65歳以上　男女とも募集しています　初めての方大歓迎！

● 申込資格
● 開催日時

● 場　　所
● 定　　員
● 申込み・問合せ先
役場福祉課 ☎ 932-1151（内線 126）

☎

い
ち
い
ち
き
ゅ
う

　

粕
屋
中
部･

南
部
を
管
轄
す
る
粕

屋
南
部
消
防
本
部
で
は
、
災
害
に
対

す
る
学
習
の
場
と
し
て
防
災
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
み
な
さ
ん
の

学
習
の
場
、

住
民
同
士
、

住
民
と
消
防

職
員
の
交
流

の
場
と
な
る

こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

地
震
体
験
、

▼
重
点
目
標　

住
宅
火
災
に
よ
る
高

　

齢
者
な
ど
の
死
者
の
大
幅
な
低
減

　

を
目
的
と
し
た「
住
宅
防
火
対
策
」

　

や
、
増
加
傾
向
に
あ
る
放
火
火
災

　

を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
「
放
火
火

　

災
予
防
対
策
」
な
ど
を
運
動
の
重

　

点
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

※　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
町
内

　

全
域
に
わ
た
り
消
防
署
・
消
防
団

　

で
は
、
防
火
を
呼
び
か
け
る
巡
回

　

広
報
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
午
前

　

７
時
と
午
後
９
時
に
サ
イ
レ
ン
を

　

１
回
鳴
ら
し
ま
す
。

強
風
体
験
、
消
火
体
験
、
煙
体
験
、

通
報
体
験
な
ど
色
い
ろ
な
学
習
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
！

▼
開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

▼
休
館
日　

年
末
年
始

▼
料　

金　

無
料
（
10
人
以
上
の
団

　

体
で
の
ご
利
用
は
、
事
前
に
申
し

　

込
み
、ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。）

▼
問
合
せ
先

　

☎
９
３
５
・
６
３
８
８（
総
務
課
）

　

な
い
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
市
場
価
格
は
機
種
（
機
能
）
に
よ

　

り
様
々
で
す
が
、
数
千
円
の
も
の

　

か
ら
１
万
円
を
越
え
る
も
の
ま
で

　

あ
り
ま
す
（
※
異
常
に
安
す
ぎ
る

　

も
の
、
高
す
ぎ
る
も
の
は
怪
し
い

　

と
疑
う
こ
と
）。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
問

　

合
せ
先

　

☎
０
１
２
０
・
５
６
５
・
９
１
１

　

〜
福
岡
県
内
の
既
存
住
宅
は
、
平

　

成
21
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が

　

必
要
で
す
〜

▲消火体験

▼地震体験

（
☎
６
３
２
・
０
９
９
９
）
に
ご
相

談
を
！

　

不
適
正
な
訪
問
販
売
で
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
消
防
職
員
が
販
売
す
る
こ
と
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
誰

　

で
も
行
え
ま
す
。
業
者
設
置
の
義

　

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
点
検
は
個
人
で
容
易
に
で
き
、
点

　

検
業
者
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
で
き

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

化
に
伴
い
、
巧
妙
な
手
口
を
使
っ
た

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
契
約
を
急
が
せ
る
業
者
は

要
注
意
で
す
。
な
お
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
訪
問
販
売
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
の
対
象
で
あ
り
、
契

約
後
一
定
の
期
間
は
契
約
の
解
除
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、

家
族
や
福
岡
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
１
週

間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
住

民
の
み
な
さ
ん
に
、
防
火
防
災
に
関

す
る
正
し
い
知
識
と
防
災
行
動
力
を

高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火

災
の
発
生
・
拡
大
を
防
止
し
、
尊
い

生
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
宅
防
火
診
断
や
立
入
検

査
、
消
防
演
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
防

火
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
統
一
標
語　
「
消
さ
な
い
で

　

あ
な
た
の
心
の　

注
意
の
火
。」
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続きなど）については、あらかじめ

お問い合わせください。

●問合せ先

　福岡県粕屋保健福祉環境事務所

　保健福祉課高齢児童係

　☎ 939 - 1592

　福岡県では、不妊に悩むご夫婦（北

九州市、福岡市以外の市町村にお住

まいの人）に対する不妊治療費の助

成と相談事業を実施しています。

・不妊治療費の助成期間が、２年か

　ら５年に延長されました。

・凍結卵・胚を使用した治療も対象

　となります。

・治療の終了した日の属する年度内

　（３月 31 日）までに申請してく

　ださい。

　事業の詳細（助成の要件および手

現在の氏名、住所などを所定の様式

で届け出ることが法律で義務づけら

れています。

　該当する人は、１月 15 日（月）

までに勤務地の県保健福祉環境事務

所または福岡市、北九州市、大牟田

市の各保健所へ届け出てください。

　届出用紙は、県保健福祉環境事務

所または各市保健所に置いています

のでお問い合わせください。

●問合せ先　

　福岡県保健福祉部医療指導課

　☎ 643 - 3276
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　年末年始を除く））

　粕屋保健福祉環境事務所

　☎ 939 - 0511

●夜間・休日電話（月曜日から金曜

　日 17：15 ～ 24：00・土日、祝日９：

　00 ～ 24：00（年末年始を除く））

　福岡県配偶者からの暴力相談電話

　☎ 716 - 0424

　保健師、助産師、看護師、准看護

師、歯科衛生士および歯科技工士で、

これらの免許にかかる業務に従事し

ている人は、２年毎の 12 月 31 日

●応募資格　平成 19 年４月１日現

　在、18 歳以上 27 歳未満の男子

●応募期間　10 月１日（日）～平成

　19 年２月 15 日（木）

●試 験 日　・11月 18日（土）・12

　月 17 日（日）・平成 19 年１月 20

　日（土）・平成 19 年２月 17 日（土）

　（採用予定数に達し次第、第２回

　目以降の試験は実施しない場合が

　ありますので、申し込みはお早め

　にお願いします。）

●試験場所　陸上自衛隊福岡駐屯地

　（春日市）

●問合せ先　福岡募集案内所

　（担当：米田）

　☎ 607 - 4826

　URL　http://www.fukuoka.plo.　

　　　　jda.go.jp/

自衛官募集説明会
●対　象　自衛隊に興味のある人、

　およびその父兄（父兄のみの参加

　もできます）

●日　時　11 月 19 日（日）

　① 10：00 ～　② 14：00 ～

●説明内容　・自衛隊全般の話、隊

　員の福利厚生・２等陸・海・空士

　の種目の説明・自衛隊生徒の種目

　の説明・質疑応答

●場　所　サンレイク粕屋

　（粕屋町仲原 984 - ４）

●問合せ先　福岡募集案内所

●受験資格　高等学校もしくは中等

　教育学校を卒業した人および平成

　19 年３月卒業見込みの人、また

　はこれと同等以上の学力があると

　認められる人

●学力試験期日　

　平成 19 年 1月 29 日（月）

●面接試験期日　

　平成 19 年 1月 30 日（火）

●書類頒布・問合せ先

　福岡県保健福祉部保健福祉課

　☎ 643 - 3238

　各市（区）役所および町村役場など

●問合せ先　

　福岡住宅供給公社県営住宅管理部

　☎ 713 - 1683

推　薦
●願書受付期間　平成 19 年１月９

　日（火）～１月 12 日（金）

●作文・面接　平成19年１月20 日

　（土）

学　力
●願書受付期間　平成 19 年２月１

　日（木）～２月９日（金）

●検査日　平成19年２月18日（日）
●問合せ先

　久留米工業高等専門学校

　☎ 0942 - 35 - 9316

　福岡県では、県民のみなさんが身

近なところでDVの相談をすること

ができ、必要な支援や情報提供が受

けられるように、県内の保健福祉環

境事務所を配偶者暴力相談支援セン

ターに指定しました。

　このセンターでは、DV 専用の相

談電話を設け、電話や面接により相

談を受けています。相談は無料、匿

名でも相談できます。

　また、秘密は固く守りますので、

安心してご相談ください。

● DV 相談専用電話（月曜日から金

　曜日８：30 ～ 17：15（土日、祝日、

　平成 18 年度第４回県営住宅入居

者を、次のとおり募集します。

●募集住宅　県内に所在する県営住

　宅（募集対象団地や募集戸数など

　の詳細については、募集案内書を

　ご覧ください。）

●募集案内書配布期間および申込み

　受付け期間　

　12 月１日（金）～ 12 月 11 日（月）

●募集案内書配布場所　県住宅供給

　公社、福岡県住宅管理課、県内の

　放送大学は、衛星放送（CS）で

授業を行う国がつくった大学です。

教養学部

・「学士（教養）」の学位が取得でき

　ます。（前科履修生）

・15 歳以上であれば、だれでも無

　試験で入学でき、人文、社会、自

　然、畜産などの幅広い分野の科目

　（約 350 科目）から学べます。

大学院

・18 歳以上であれば、だれでも入

　学できます。（修士科目生・修士

　選科生）

●募集期間　12 月 15 日（金）～平

　成 19 年２月 15 日（木）

●問合せ先

　放送大学福岡学習センター

　☎ 473 - 1365

●日　時　11 月 18 日（土）10：00 ～ 14：30

19 日（日）10：00 ～ 15：30

●場　所　福岡県農業大学校（筑紫野市吉木 767）
●催　し　講演会、あったかご飯屋、みんなで挑戦 !! 30 ｍ巻き寿司、

　誰でも出来る！農業体験、農産物直売（19 日のみ）、太鼓演奏など

●問合せ先　農大秋まつり　実行委員会

　☎ 925 - 2403

　福岡県警察では、犯罪の被害に遭

われた人の心のケアを行うための相

談を開設しています。

・被害に遭い、どうしたらいいのか

　分からない

・被害のことを思い出すと怖くてた

　まらない

　などと悩んでいませんか？

　どうか、一人で悩んだり自分を責

めたりしないでください。

　「ミズ・リリーフ・ライン」では、
専門の女性臨床心理士がお手伝いし
ます。
●相談受付時間　８：30 ～ 17：15

　（土日、祝日を除く）

●犯罪被害者相談電話「ミズ・リリー

　フ・ライン」

　☎ 632 - 7830

　（東区和白丘２ - ２ - 63）

　☎ 607 - 4826
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日 月 火 水 木 金 土
　 　　 １ ★ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 ★ 21 22 ★ 23
24 25 26 27 28 29 30
31

「新宿鮫　９　狼花」
大沢　在昌　光文社

「図書館内乱」
有川　浩　著　
メディアワークス

「でんしゃ」
バイロン・バートン　作・絵

金の星社

「動物の寿命」
増井　光子　監修
素朴社　発行

　日本国のあり方を問う大事件の発端
は、ナイジェリア人のささいな喧嘩
だった。国際犯罪者、エリート警官、
不法滞在の中国人女性、それぞれの思
惑と野望。孤高の刑事鮫島が迫られる
「究極の決断」とは？　５年半ぶりの
シリーズ第９弾。

一般書
　でんしゃが走っていくよ。お客さん
をのせたでんしゃ、荷物をのせたでん
しゃ。色々なでんしゃが出てきます。
　でんしゃにのった気分で、街のなか
を、森のなかを走ろう。「バートンの
のりものえほん」シリーズは他に「と
らっく」「ひこうき」「ふね」の全４巻。

赤ちゃん絵本

　地球上には、様々な環境の中で多く
の生きものが生活している。哺乳類、
鳥類、両生類、魚類、昆虫類の動物た
ちがどのように生まれ、何を食べて育
ち、子孫を残し、そして死んでいくの
かを解説。何年（何日）生きるかを中
心にまとめられたもの。

児童書
　武蔵野第一図書館の図書隊員小牧
が、耳の悪い少女に難聴者がヒロイン
の恋愛小説「レインツリーの国」を勧
めたとの噂により、メディア良化委員
会が検閲に反抗する図書館を攻撃しは
じめ・・・。「図書館戦争」に続くシリー
ズ第２弾。

ヤングアダルト

●対 象 者●対 象 者　平成 18 年１月生まれの赤ちゃん
●必要なもの●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの氏
　名、生年月日を裏書）、保護者のメッセージ（70 字
　以内、居住区、保護者の氏名、第何子を明記）
　※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵町ホー
　ムページの中の「広報すえ」で公開されますので、
　その旨了解の上申し込みください。
　　なお、写真は返却しません。
●締切り日●締切り日　11 月 30 日（先着８人まで）
●問合せ先●問合せ先　役場企画課　☎ 932 - 1151

次
回
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み
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次
回
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し
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要
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日 月 火 水 木 金 土
５ ６ ７ ８ ９ 10 ★ 11
12 13 14 15 ★ 16 17 ★ 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

11 月 印は休館日です。

★あかちゃんおはなし会
　11 月 16 日（木）10：30 ～
　12 月 21 日（木）10：20 ～（０・１歳向け）
　　　　　　　　　11：00 ～（２・３歳向け）
★おはなし会
　11 月 11 日・18 日（土）14：00 ～
　クリスマスおはなし会　12月 23 日（土）14：00 ～
★工作教室（クリスマスリース作り）　
　12月２日（土） 14：00 ～（要予約）
　12 月 28 日（木）から 1月 4 日（木）は年末年始の
ため休館いたします。

　図書館の空調工事に伴い、11 月 20 日（月）か
ら 12 月 14 日（木）までの間、特別休館するこ
とになりました。この期間図書館は完全にお休み
となりますので、返却の方は返却ポストをご利用
ください。ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解
の程よろしくお願いいたします。

空調工事について

☎９３２- ６３６４

●日　　時　12月２日 ( 土 )　14：00 ～
●場　　所　カルチャーセンター
●募集人数　50人（先着順）
●参 加 費　無料
●募集期間　11月５日（日）～　
　　　　　　定員になり次第終了します。
●申込方法　図書館窓口か電話で申し込みください
　　　　　　（来館の際は休館日にご注意ください）。

かずらのリースにかざりつけをしてみませんか？

　今年度より、まなびっくと図書館が連携して、講座を行
いました。絵本の楽しさ、読み聞かせの楽しさ、人と人と
を結びつける絵本、「わらべうた」の心地よさ、道具を使っ
て楽しむ方法、などなど毎回講師の体験談も交えながらの
楽しい講座が行われました。今後も有意義な講座を開催し
ていきたいと思います。お楽しみに。
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●音訳テープ
○社協だより
　　「わかみず」
○広　報
　　「すえ」
○議会広報
　　「議会だより」
●点訳本
○社協だより
　　「わかみず」
●問合せ先
　社会福祉協議会
　☎ 933 - 2160

BOOK

日 曜 行　　事 場　所 時　間 備　考

日
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日 曜 行　　事 場　所 時　間 備　考

日

　11  月 　12  月

休  日  当  番  医 月　日
外　科 内科・小児科・歯科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

※診療時間は９時から 17時ま
　でです。
※一部変更になることがありま
　すので必ず下記で確認してく
　ださい。

●休日当番医の問い合わせ先

　福岡県医療機関情報センター
☎ 471 - 0099

　粕屋南部消防本部
☎ 935 - 5111

11月19 日 ひまわり病院（粕屋） 938 - 1311

粕屋中・南部
休日診療所

場所：粕屋郡久山町大字
　 久原 3168 - 1

652 - 3119

23 日 篠栗病院（篠栗） 947 - 0711

26 日 青洲会病院（粕屋） 939 - 0010

12月03 日 高木整形外科皮膚科（粕屋） 938 - 2310

10 日 みやふさ整形外科（志免） 957 - 3031

香
典
返
し
お
礼社

会
福
祉
協
議
会

生活福祉総合相談日 場　　所 福祉センター相談室 時　間 13：00 ～ 16：00（弁護士相談のみ 13：00～ 15：00）
問合せ先 社会福祉協議会 933 - 2160

区分 健康・子育て・児童相談 障害者相談 高齢者相談 行政・人権・心配ごと相談 弁護士相談（要予約）

11 月

12月
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